特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年5月09日459号
春のハイキング(3日)　35名の参加　
　
久しぶりの尾根筋ハイキングで京田辺市の最高峰を歩き切りました。定刻の10時には参加者35人が全員集合しました。理事長の深田さんからコース開設に向けての苦労話や、その維持と工夫について説明があり、日程説明などの後、さっそく登山口まで移動して、登山口で記念撮影を済ませました。三角点や矢竹孟宗竹や淡竹、クヌギやコナラなどの説明、この普賢寺地域はコナラ林の地域で、地形などのレッドデータ―に記載されている土地であることの説明がありました。大田尾で小休止の後、いよいよ最高峰への挑戦となります。田圃道に差し掛かり近藤さんからマツバウンランやウマノアシガタが咲き誇っている場所で解説をいただきました。そして注目の二月堂への遥拝石碑を過ぎたころ枯葉の中にギンリョウソウが発見できて、みんなで歓声を上げました。このコースでは初めての発見でした。噂の家康道を通って最高峰の千鉾山（旗振り山）を通過して、笠上神社で「京都府でただ一本」と確認したホルトの木の前で昼食をいただきました。昼食もそこそこに8000年前の地層が現れている不整合地、生駒山を背景にした典型的な棚田風景、コルクに使われていたアベマキの巨木群、そして京都大阪奈良の三国境を確認し、朱智神社に向かいます。ここでは大方の人が初めて出会う珍しい花が咲き誇っていました。三番目の三角点は横道にそれるのでそのまま天王集落の高い石垣道の急坂を下りて、ボタン園に回りたいという人との別れになるので、ここで解散の挨拶をして天王のバス停組とに分かれました。晴天に恵まれ若芽新芽の萌木色が大歓迎をしてくれたハイキングでした。
ＫＴＢ・ＴＶが5月20日月曜日の21時30分からの番組｢京ふらり～｣の取材に来られました。
落語家の笑福亭飛梅さん、テレビ朝日に出演されている檜川さゆりさんのタレントさんとのハイキングや子どもたちによる川調べ、木津川の希少植物、里山農園での野菜の植え付け体験などが撮影されました。これは京都府の山城広域振興局が元気に活躍しているNPOやましろ里山の会の活動ぶりを紹介するものです。ぜひ多くの皆さんがご覧になって感想などをお寄せください。お待ちしています。
芦生下調べ　6日　10日の観察会の下調べに行ってきました。
滋賀県側の針畠川から京都市久田を通って入山する生杉休憩所へのルートを確認、そして地蔵峠付近までの状況把握です。噂にたがわず鹿の食害が及んでいて小さな谷あいには全部といっていいほど樹木以外の植物は全く生育している気配さえありませんでした。まるで裸地状態でした。生杉から久田に戻って佐々利峠から芦生青年の家まで約50㎞の移動、トロッコ道の散策を少々、ここも鹿の被害があって、私の知るかつての芦生の姿はありませんでした。しかしここは人も多く通られるのか生杉ほどの裸地状況ではなく少しは芦生らしい雰囲気を感じました
里山農園　4・5・6日　植え付けた苗に水やり　　大村　青代　森島　芳川　中辻さん
ハイキングのTV取材で植え付け体験用のピーマンなどへの水やりのために大村さんや森島・芳川・青代さんはこまめに畑に通っていただいています。ここしばらく雨も少なく、水分補給が今一番必要な時期ですね。報告ではしっかり根付いたとのことです。気が早いのですが結実の時期が待ち遠しいですね。
木津川子ども部会による川調べ　3日午後に集合それぞれに今日の目当てを確認して川を調べました。確認できたのは魚ではタイリクバラタナゴ、メダカ、ドジョウなど10種、エビは2種、貝も2種、昆虫は6種でヤゴなどでした。ＫＢＳの取材にもテキパキと応答していました。最後に魚合わせを行い、流れの変化など水流の変わりようを確認して危険な場所を一緒に考えました。
芦生原生林植物観察会10日(金)は実施決定　集合時間に遅れないように　　　18日の計画は中止です参加希望を予定されているみなさんにはあしからずご了承お願いします。下見の結果、植物観察には適さないと判断して「中止」とさせていただきます。
新名神木津川架橋工事見学会　11日(土)10時から　少雨決行　長靴をお持ちください
。　
雨天の場合は、集合場所：京田辺市北部住民センターです。天気予報では雨模様と予想されていますが、その場合、集合場所は、大住中学の北側です。ご注意ください
レンリソウ観察会　19日(日)　午前10時新田辺西口に集合ください。
2007年に43年前近畿地方で絶滅していたとされたレンリソウが木津川堤防で発見され、大きな話題になりました。注目されだしてきたとき、草刈り作業の業者が貴重植物だから扱いに慎重を期すようという連絡を無視して草刈り機で刈飛ばした上に、生育していたその場所で焼却処分を行ってしまいました。それがNHKのニュースで全国的に報道される事態になりました。一挙に木津川のレンリソウが事件と共に有名になってしましました。その翌年には何とか元気な姿を数株姿を見せてくれてほっとしました。絶滅してしまったのではないかと非常に心配しましたが、地下茎が残っていたので、絶滅を免れたのでした。
先日（3日）現地を覗いてみますと4本の姿を確認しました。今年もかわいらしい花を眺められると確信しました。少し気候が異常で寒暖が激しく繰りかえされているのが気になりますが、19日には少し遅れるかもしれませんが咲いてくれることでしょう。
カヌーで下ろう　河川環境管理財団から50万円の補助金の交付が決定しました。さっそくどのようにイベントを実施するのかと検討と工夫をしています。実施期日は当初のほぼ企画通り4日間をかけて京都府木津川市笠置から大阪中之島まで下ります。9月8日は笠置から泉大橋まで、9月14日は泉大橋から八幡市の流れ橋まで、15日は流れ橋から枚方船着き場まで、そして最終9月16日は枚方から「毛馬の閘門」を通過して中之島までと計画しています。最終日を覗いて参加受付は30艇です。最終日については30艇を上回るだろうと今検討中です。参加申込み受付などは準備体制の確立のためもう少し先になります。危険を伴うイベントなので多くのスタッフも必要です、こぞってご協力いただければありがたいところです。4日間の長丁場となります。4日間通しての協力は様々な形がありますので、よろしくお願いします。
アクシデントを乗り越えつつ会計の体制が整いつつあります。
今年も元気なササユリが咲く兆しが見えています。太い元気な茎が目立ってきました。昨年は一本でしたが増えるでしょうか。

